
３ （４）【実験１】の音の波形を基に，【実験２】で違う音を出したと
きのモノコードの弦をはじく強さと弦を張る強さを選ぶことが
できる。

正答率
４４．３％
無解答率
３．７％

正答：エ

令和２年度和歌山県学習到達度調査 結果分析と指導のポイント（中学校理科）

主な誤答：イ

（音の大きさについて，音の波形を活
用して，その音を出すためのモノコー
ドの操作を指摘することができない。）

獲得した知識や概念を活用する場面

基礎的・基本的な知識や概念を活用しながら，課題解
決に取り組むことが大切です。

①に比べて，振動数が少ない
から，音は低くなっているよね。

振幅も小さくなってい

るので，音の大きさも小
さくなっているよね。

黒板の２つの図は，モノコードを

使ったときの音の波形です。①の
音を出した後，②の音を出しまし
た。①のときと比べてモノコードを
どのように操作すればよいですか。

音の波形②音の波形①

音の高さを低くしようと

思うと，弦の長さを長くす
るか，張る強さを弱くする
かのどちらかだね。

音の大きさを小さくしよ
うとするなら，弦を弱くは
じくといいよ。

【実験１】 【実験２】

露頭Ｘの道路面の標高
は，５５０ｍだから・・・・・

露頭Ｙ
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凝灰岩の層に注目して，傾きを考えて
みましょう。

露頭Ｘと露頭Ｙの凝灰岩は，

同じ時代にできたことがわかっ
ているんだよね。

この観察場所付近には，しゅ
う曲も断層もないみたいだね。

凝灰岩の層は，露頭Ｘでは，
標高５５１ｍ付近からだね。

露頭Ｙの凝灰岩の層も同じ

標高付近にあるので，ウだと
考えられるね。

４ （３）露頭Ｘ，露頭Ｙの柱状図と道路面の標高から，観察場所
付近の適切な地層のつながりを表した図を選ぶことができる。

①【個人で分析して解釈する場面】

②【グループで考える場面】

複数の柱状図や資料を比較し，分析
して解釈するには。

正答率
３７．７％
無解答率
２．２％

正答：ウ

主な誤答：ア・イ

・Ａ地点とＢ地点の道
路面の標高の違い
や，柱状図の道路面
からの高さの違いで
判断している。

柱状図の高さを標高に変えてから分析・解釈して，その
根拠を話し合うことが大切です。

チャレンジ確認シート
２分野(  2  )  イ( ｱ) 

チャレンジ確認シート
１分野 (   1   )    ア (   ｳ)

音について獲得した知識や概念を，モノコードに適用するには。

露頭Xの柱状図と露頭Yの柱状図
の高さを標高で表してみましょう。

授業改善に向けて（中学校理科）

①科学的に探究する学習を充実させましょう

②主体的・対話的で深い学びを充実させましょう ③学んだ知識を活用し，振り返る
活動を充実させましょう

新たな課題の設定

学習課題を解決していく過程を通して，科学的な言葉や概念

として知識や技能を獲得しているかが重要です。獲得した知

識・技能を活用させたり，日常生活や社会との関連につい

て考えさせたりし，理科を学ぶ意義や有用性を実感させます。

探究の過程

・自然事物に対する気付き

・課題の設定

・仮説の設定

・検証計画の立案

・観察・実験の実施

・結果の処理

・考察・推論

・表現・伝達

（例）花火の光が見えたあと，遅れて音が
聞こえることに気付き，光と音の速さが
違うことに興味をもった。

自然の事物・現象から，生徒が主体と

なって疑問を見いだす工夫が大切です。

音は，どれくらいの速さで伝わるのだろうか。

見いだした疑問から，検証（観察・実験）

できる課題を設定します。

理科においては，探究の過程を通じた学習活動を行い，それぞれの過程において，資質・能力が育

成されるよう指導の改善を図ることが必要です。課題や仮説を設定する場面や，検証計画を立案する
場面などで話し合う等，対話的な学習を展開しながら，小学校で身に付けた問題解決の力を踏まえ，
科学的に探究するために必要な資質・能力を育成していく必要があります。

見通しを立てましょう。

速さを求めたあと

弦の振動による音の高さや大きさは，ど

のようにして決まるのだろうか。

見
通
し

学習課題をもとにして，考えを広げ深める場面と学習方法を設定します。

学習場面
・仮説を立てる場面
・観察・実験の方法を考える場面
・観察・実験をまとめ，考察する場面

学習方法（個人orグループ）
・図書館やインターネット資料の活用
・地域での野外調査や観察
・グループ（ペア）での対話

生徒が驚きや不
思議さを感じるこ
とのできる具体的
なはたらきかけ
をしましょう。

学習課題に対して，課題解決まで

の見通しをもたせることで，生徒の意
欲が高まり，主体的な課題解決の活
動へとつながります


